
退勤時間（週平均） ％ 残業
（がい算）

１６時　５５分 6 0分

１７時～１８時 26 30分

１８時～１９時 31 90分

１９時～２０時 20 150分

２０時～２１時 11 210分

２１時～ 4 210分以上

★
会
議
は

「
勤
務
時
間
内
」
で
す
か

こ
の
表
は
「
こ
の
１
週
間
、

平
均
す
る
と
何
時
頃
学
校
を
出

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？
」

の
集
計
結
果
で
す
。

※
「
残
業
（
時
間
）
」
は
概
算
で
す

小
・
中
学
校
合
わ
せ
て

★
午
後
６
時
を
過
ぎ
て
も
６
割

以
上
、

★
午
後
７
時
以
降
は
３
割
以
上

の
方

が
学
校
に
居
ま
す
。

※
傾
向
と
し
て
、
中
学
校
の
方
が

遅
く
ま
で
学
校
に
い
ま
す
。

【
「
自
由
記
述
欄
」
に

書
か
れ
た
内
容

】

□
講
師
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
の
分

の
仕
事
ま
で
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。【

忠
岡
】

□
仕
事
の
量
を
減
ら
す
こ
と
。
水

泳
記
録
会
、
陸
上
競
技
会
を
な
く

す
。

□
教
職
員
の
増
員
。
給
特
法
の
見

直
し
。
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
子
ど
も
の
た

め
に
と
思
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る

教
員
を
少
し
で
も
ね
ぎ
ら
う
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
【
以
上
和
泉
】

□
教
員
の
増
員
で
す
。
各
ク
ラ
ス

に
支
援
が
必
要
な
児
童
が
増
え
て

い
る
の
で
、
担
任
が
抱
え
込
ま
な

い
よ
う
に
各
学
校
に
生
徒
指
導
の

先
生
や
専
科
の
教
員
を
増
や
す
な

ど
し
て
、
子
ど
も
を
み
ん
な
で
見

る
体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
。

□
「
教
え
る
」
以
外
を
へ
ら
す
こ

と
。
残
業
す
る
と
「
市
内
ワ
ー
ス

ト
だ
か
ら
早
く
帰
れ
」
と
言
わ
れ
、

「
仕
事
は
持
っ
て
帰
る
な
」
と
言
わ

れ
、
若
い
先
生
は
大
変
で
す
。

□
仕
事
内
容
の
精
選
、
削
減
。

教
育
委
員
会
の
書
類
を
減
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

□
府
か
ら
「
病
休
に
入
っ
た
講
師

の
代
替
は
出
せ
な
い
。
」
と
言
わ

れ
、
1
週
間
24
コ
マ
の
授
業
。
し

ん
ど
い
で
す
。
代
わ
り
の
先
生
に

来
て
ほ
し
い
。

□
管
理
職
が
「
時
間
外
勤
務
を
月

100
時
間
越
え
等
の
人
は
、
産
業
医

と
面
談
。
」
と
発
言
。
な
の
で
、

出
退
勤
を
押
さ
な
か
っ
た
り
、
退

勤
を
押
し
て
か
ら
夜
遅
く
ま
で
仕

事
を
し
て
い
る
と
も
聞
き
ま
す
。

【
以
上
、
高
石
】
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入って損なし
「総合共済」

『月600円』で 助け合い

プーチン大統領は、即時停戦・撤退を行え

一
学
期
に
行
い
ま
し
た

「
職
場
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」

は
、
２
０
０
名
近
い
方
か
ら

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
勤
務
労
働
条
件

を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。

教育委員会に「要求書」提出支援教育の充実めざし

１学期末の懇談会頃から各校で、「来年度、支援学級に途

中入級の予定で話を進めていたのに『無理になった』と言わ

れた。」「『文科省の通知』を基に『学びの場』の変更が考

えられる児童のリストアップをするように言われた。」など、

支援学級担任から不安の声が上がっています。

どのような場でどのような支援をするかは各学校で責任を

もって判断することであり、行政が在籍の適否や教育の内容

にまで介入することは教育の条理に反します。

支援教育において、一人ひとりの子どもの教育的ニーズに

応える指導を提供し、子どもの成長や発達を保障するため、

以下のことを要求します。

１ 子どもの困り感、発達課題、保護者の願いは十人

十色であることから、支援学級での授業時数を機械的、

画一的な基準を押しつけたり、「学びの場」の変更を
迫るなどし、不安を抱かせることがないようにするこ

と。変更する場合は、子どもや保護者に納得が得られ

る説明を行うこと。学校任せではなく、教育委員会が

責任をもって説明すること。

２ 支援学級で何の教科を何時間学習するかは、子ど

もの実情を考慮し、これまで通り各校の判断に任せる

こと。

３ 途中入級が必要な児童・生徒については、これま

で通り学校、本人、保護者の意向を尊重すること。

４ 通級指導教室を各校に配置し、通級者数によって

は、複数の設置を行うよう、強く府に要望すること。

また、エアコンの設置、備品の購入など、教室整備

を急ぐこと。

５ 通常学級での合理的配慮が十分

行えるよう、合理的配慮協力員、

介助員などを大幅に増員すること。
以下、略

女性部
健康
アンケート
ご協力下さい

時
間
外
勤
務
編
（
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）


